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　株主の皆様におかれましては、平素より格別のご高配を賜り、

厚く御礼申し上げます。

　ここに、2021年4月1日から2022年3月31日までの事業の概況

等についてご報告させていただきますので、ご高覧賜りますよう

お願い申し上げます。
代表取締役社長　大野 達也

当期の事業概況

　当連結会計年度におけるわが国経済は、内外での新
型コロナウイルス感染症による厳しい状況が緩和され
る中で、アジア・アメリカ・ＥＵ向け輸出入は、とも
におおむね横ばい傾向が続いております。また、生産
については先行きも含め、持ち直しの動きが続くこと
が期待されますが、原材料価格の高騰や供給面での制
約の影響が懸念されることから、下振れリスクを注視
すべき状況が続いております。企業の業況判断に影響

を与える国内個人消費は、感染対策に万全を期し、経
済社会活動が正常化に向かう中で、サービス消費を中
心とした下押し圧力が和らぐもとで、持ち直しが明確
化してきたことから、徐々に企業収益の改善と投資マ
インドの向上が期待されるところです。
　一方、公共投資につきましては、国の令和３年度一
般会計予算の補正予算で講じられた「防災・減災・国土
強靭化の推進など安全・安心の確保」などに係る予算措
置と前年度同水準を確保した令和４年度一般会計予算
案と合わせることで、公共事業関係費全体は約８兆円
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ＯSＪＢホールディングス
株式会社の情報です。
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となっております。公共工事請負金額が、対前年同期
比１兆３千１百億円減の91.4%の実績とはなりました
が、全体的には、引き続き堅調に推移していくことが
見込まれております。
　このような状況におきまして、当社グループ全体で
受注活動に取り組んだ結果、当連結会計年度の受注高
は、663億３千５百万円（前年同期比8.4％増）となりま
した。前連結会計年度比で特に鋼構造物事業において
好調であり、また、山木工業株式会社を連結子会社と
したことによる港湾事業における実績が受注高の増加
に寄与しました。
　当社グループの当連結会計年度における売上高は
607億２千６百万円（前年同期比3.5％減）となりまし
た。前年同期比で僅かに減少となりましたが、港湾事
業における実績が寄与し前年同様600億円台の水準を
確保いたしました。また、受注残高につきましては、
上記の受注及び売上の状況により、880億４千万円（前
年同期比15.1％増）となりました。
　当連結会計年度における売上原価は503億3千3百万
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円（前年同期比5.3％減）となり、売上総利益は103億9
千2百万円（前年同期比6.5％増）となりました。売上高
は僅かに減少となりましたが売上原価の減少により、
売上総利益は増加となりました。
　当連結会計年度における販売費及び一般管理費は、
試験研究費、のれん償却等の増加により50億8千4
百万円（前年同期比12.4％増）となりました。営業利益
は53億８百万円（前年同期比1.3％増）、経常利益は54
億6千万円（前年同期比2.2％増）となりました。
　当連結会計年度における親会社株主に帰属する当期
純利益は、37億７千８百万円（前年同期比4.2％減）と
なりました。

今後の見通し

　公共投資市場は、防災・減災対策や将来を見据えた
インフラ老朽化対策の推進、整備新幹線の着実な整備
やリニア中央新幹線プロジェクトの推進、全国の高速
道路の大規模更新工事及び４車線化といった事業が
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2022年3月期
（実績） 前年同期比 2023年3月期

（予想） 前年同期比

売 上 高 60,726百万円 3.5% 減➡ 65,000百万円 7.0% 増扌

営 業 利 益 5,308百万円 1.3% 増扌 5,000百万円 5.8% 減➡

経 常 利 益 5,460百万円 2.2% 増扌 5,000百万円 8.4% 減➡

親会社株主に帰属する
当期純利益 3,778百万円 4.2% 減➡ 3,300百万円 12.7% 減➡

1株当たり当期純利益 32.48円　　 — 28.37円　　 —

1 株 当たり配 当 金 11.00円　　 — 11.00円　　 —

トップメッセージ

引き続き展開され、今後の建設需要は底堅い見通しで
あるものの、新型コロナウイルスの感染症の収束時期
の遅れによる工事施工への影響や、地政学的影響によ
る資源価格の高騰が経費へ影響を及ぼす恐れや原材料
価格の高騰等も懸念され、先行きの経営環境は不透明
な状況が継続するものと予想されます。
　2023年３月期の通期業績においては、豊富な受注
残高を背景に、中期経営計画の最終年度として働き方
改革や生産性向上を進めながら一層の企業価値の向上
に努めてまいりますが、手持ちのいくつかの大型物件
の進捗の遅れ等により、当該工事利益を下押しする要
因の発生が想定されること、新型コロナウイルス感染
症の影響による工程遅延による売上高減少、また材料

費・労務費の原価増加等の恐れなど業績に影響を与え
る要因を見込んだうえで、通期連結業績予想は、売上
高650億円、営業利益50億円、経常利益50億円、親会
社株主に帰属する当期純利益33億円としております。
　なお、業績予想につきましては、現在入手している
情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づい
ており、実際の業績等は様々な要因により大きく異な
る可能性があります。
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セグメント別概況 ※2021年３月期以前は、ＯSＪＢホールディングス株式会社の情報です。

鋼構造物事業 営業利益 294百万円

294

2022年3月期

142

2021年3月期2019年3月期

5,240

2022年3月期

7,839

2021年3月期

売上高（単位:百万円） 営業利益（単位:百万円）当セグメントにおきましては、 売 上
高は52億４千万円（前年同期比33.1
％減）、セグメント利益(営業利益)は
２億９千４百万円（前年同期比107.1％
増）となりました。

売上高 5,240百万円

港湾事業 営業利益 857百万円

857

2022年3月期2019年3月期

7,893

2022年3月期

売上高（単位:百万円） 営業利益（単位:百万円）当セグメントにおきましては、売上高は
78億９千３百万円、セグメント利益（営
業利益）は８億５千７百万円となりました。
なお、当セグメントは当連結会計年度か
らの報告セグメントであるため、前年同
期比については記載しておりません。

売上高 7,893百万円

その他 営業利益 36百万円

36

2022年3月期

15

2021年3月期

125

2022年3月期

115

2021年3月期

売上高（単位:百万円） 営業利益（単位:百万円）太陽光発電による売電事業、不動産賃
貸事業及びインターネット関連事業によ
り、売上高は１億２千５百万円（前年同期
比8.5％増）、セグメント利益(営業利益)
は３千６百万円（前年同期比129.4％増）
となりました。

売上高 125百万円

営業利益 4,066百万円建設事業

4,066

2022年3月期

5,263

2021年3月期

47,467

2022年3月期

54,970

2021年3月期

売上高（単位:百万円） 営業利益（単位:百万円）当セグメントの売上高は474億６千７百万
円（前年同期比13.6％減）、セグメント
利益(営業利益)は40億６千６百万円

（前年同期比22.7％減）となりました。
前年同期比で主に新設橋梁工事・一般
土木工事における売上高の減少に伴い、
利益についても減少となりました。

売上高 47,467百万円
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▶中期経営計画基本方針・骨子
計画の位置づけ

『2030年のあるべき姿』を実現すべく、グループの強みを活かした事業展開を進め、競争力及び企業価値の向上を図る！

施　策

数値目標 事業計画 構造計画 投資計画 SDGｓ

基本方針

1 課題解決への貢献 ◦ 国土強靭化、インフラ老朽化対策、経済活性化、地方創生の課題解決への貢献
◦ これを企業業績の向上につなげる

◦ 主力事業のさらなる強化に加え、新規事業、海外事業等へ事業領域を拡充
◦ 競争力の強化と生産性の向上に資する研究開発と戦略的投資に注力

◦ 人材育成を通じた体制強化とダイバーシティを推進し、筋肉質でフレキシブルな
組織を目指す

◦ リスクマネジメント、モニタリング体制を強化、グループシナジーの発揮、BCPを実践

◦ 安定的な配当継続を目指す
◦ 環境事業を進めるとともに社会貢献に努める

2 深める！ 広げる！

3 筋肉質そしてフレキシブル

4 有形・無形の企業価値向上

▶数値計画
2021年２月19日付で山木工業ホールディングス株式会社（現：山木工業株式会社）を子会社化したことや、高速道路の大規
模更新工事等が順調に進捗していること等の理由により、2023年３月期の経営指標目標を下記のとおり修正いたしました。

※2021年３月期は、ＯSＪＢホールディングス株式会社の実績です。

2021年3月期（実績） 2022年3月期（実績）
2023年3月期（予想）

当初目標 修正目標 増減

売上高 62,925百万円 60,726百万円 58,000百万円 65,000百万円 7,000百万円

経常利益 5,344百万円 5,460百万円 4,300百万円 5,000百万円 700百万円

親会社株主に帰属する当期純利益 3,943百万円 3,778百万円 2,900百万円 3,300百万円 400百万円

自己資本当期純利益率（ＲＯＥ） 11.3% 10.8% ８%以上 修正なし

配当性向 23.9% 33.9% 40％程度 修正なし

総還元性向 31.8% 42.0% 40％以上 修正なし

中期経営計画
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▶進捗状況
●セグメント別

■ 2021年３月期実績
■ 2022年３月期実績
■ 2023年３月期予測

設備投資・研究開発投資により、競争力向上・安定収益を目指す●投資計画｜進捗
項目 投資額（5ヶ年） 進捗（金額）

■ 生産能力向上（設備投資）
工場、機材センターの機能増強
ニューマ機械増設と仕様増強
IoT、AI、ロボット投資

70億円 ニューマ機械増設と仕様増強
工場等遠隔管理設備　等 25億円

■ 生産体制強化（M&A外注等）
地域建設会社、周辺事業会社のM&A
現場支援機能の外注
人材育成・教育投資

40億円 山木工業M＆A
ニューマ研修施設　等 38億円

■ 研究開発（技術提携等）
技術研究開発
産官学との共同研究
異業種との共同開発

30億円 大学等との共同研究含む
技術研究開発 10億円

■ その他（新規事業） 海外事業（共同工場・現地企業買収）
国内事業（循環型植物工場、周辺事業） 30億円 人材確保支援事業 着手

■ 不動産 賃貸不動産物件等 30億円 都心の賃貸オフィスビル 25億円
■ 5ヶ年投資額合計 200億円 約100億円

生産性
10％UP
前中計期間
実績対比

生産性
10.3％UP

前中計期間
実績対比

●事業計画｜生産性向上施策 ●構造計画｜生産性向上施策

➡提案から施工までBIM、CIM活用 BIM/CIM推進WGを発足、6現場を重点現場に

➡コンクリート部材のプレキャスト化推進 土木、建築でコンクリート55,5０0m³をプレキャスト化

➡ドローン、レーザー計測システムの導入 河津IC橋他8橋でドローンによるレーザー計測を実施

➡ニューマ工事の複数台ショベル自動掘削 京都府呑龍ポンプ場で複数台ショベル自動運転試行

➡締固め不要な高流動コンクリート使用 関東工場で桁製作に中流動コンクリート使用

➡RPA、ICTを駆使した業務効率化 RPAやOCRにより、360人工の省人化を実現

➡業革推進部の現場支援 高速道路や国交省、県工事など41工事で支援実施

施策 進捗

目標 成果（2021年3月期ー2022年3月期）

働き方改革による、魅力ある職場を目指すための取組
■  完全週休２日に向けモデル現場で4週8閉所推進
■  社員のライフイベントに合わせた育児関連等規程や高齢者継続雇用の基準を見直し処遇改善を実施
■  感染症予防のみならず、「ワークライフバランスの実現」、「出産・育児・介護と仕事の両立」、

「多様な働き方による就業機会の拡大」等への取り組みを目的としてテレワーク運用規程
を制定、運用面での手引きとなるガイドラインも改訂し、多様な働き方、管理方法を推進

人材戦略
■  大学との共同研究やインターンシップを通じた事業PRと多様なアプローチで採用活動を推進
■  協力会を通じて建設キャリアアップシステムを推進
■  つくば機材センターにニューマチックケーソン研修施設を建設
■  インターネット動画やSNS等を活用し、建設業の魅力を発信することで、建設業界のリ

ブランディングに取り組み、人材確保を支援するプラットフォーム事業を立上げ
BCP

■  リスク管理委員会を年2回開催し、グループ各社の重点リスク対応策の進捗をモニタ
リングし、リスクコントロールを実施

■  サイバーセキュリティ対策として、働き方の多様化を踏まえたエンドポイントセキュ
リティの強化やマネージド・セキュリティ・サービスを導入

ガバナンス
■  2021年4月1日よりテクニカル上場。グループ再編に伴い、オリエンタル白石が親会社として

監査等委員会設置会社へ移行し、取締役会の監査・監督機能を強化
■  サステナビリティ関連ではコーポレートガバナンス・コードの改訂を踏まえ、基本方針を策定の

上、マテリアリティを開示、サステナビリティ委員会を新設し対策のモニタリング体制を整備

●SDGsへの取り組み SDGsの達成に向けて「わがグループらしさ」をもって貢献

■ 北陸新幹線工事等で売り上げを伸ばす
■ 上下部一式工事等がピークを過ぎる

新設橋梁

■ 大阪モノレールや６車線化等の大型工事が動き始
める

■ 大型工事数件の着工が若干遅れるも一定の売り上
げは確保

■ 大型案件の期ずれや着工遅れにより売上低下

ニューマチックケーソン・一般土木

■ 一般土木工事が減少するも治水関係の大型ニューマ
チックケーソン工事が動きだし橋脚基礎工事増加

■ 好調な受注、大型の設計変更により、大幅な増収
■ グループで、床版・桁の取替、耐震補強に対応し、

売り上げが大幅増加

補修補強

■ コンクリート構造、鋼構造に対応できる強みと特許工
法を複数有する利点を活かしてさらに売上を伸ばす

■ プレキャスト件数は増加傾向にあるものの、大型
工事の延期で計画未達

■ 提案採用件数が伸び悩む

PC建築

■ プレキャスト技術の開発が進み、提案のバリエー
ションが増加、次期以降に期待

■ 大型工事のコンクリート工場製品に加え、IH周辺
事業も漸増し、不動産事業も開始

■ 工場製品は堅調に推移するものの、環境関連新規
事業一部延期、周辺事業（ＩＨ関連）減少などによ
りやや計画を下回る

製品・新規・海外事業

■ 継続的な工場製品への取組と、ＩＨ関連事業の本
格的営業、さらには海外事業等の模索などにより
目標のクリアを目論む

■ 小名浜港東港の整備事業の大規模工事が竣工
港湾事業

■ 当期は小名浜東港湾整備事業の谷間にあたり中小規
模の港湾・土木工事に注力

6
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従来工法 SCBR工法
断面図

側面図 側面図

断面図

ゴム支承 ゴム支承

ゴム支承
(2点支承)

ゴム支承
(2点支承)

プレキャストT梁 プレキャストT梁

プレキャスト横梁

プレキャスト横梁

プレキャストT梁 プレキャストT梁

連結部コンクリート 連結部コンクリート

ホームページのご案内
https://www.orsc.co.jp/

　阪和自動車道 和歌山北IC～和歌山南SIC間に位置
する松島高架橋他9橋は、供用から47年以上経過し
ております。これまでの詳細調査により、海砂の除塩
不良による内在塩分に起因する塩害および交通荷重
による疲労ひび割れ部への水の供給が劣化速度を速
めていることが実橋で確認されていることから、最新
の技術で抜本的に本体構造物の機能と性能を更新す
るためにRC中空床版橋の主版架替を【SCＢＲ工法】
にて行っております。

【ＳＣＢＲ工法】とは、橋梁のノージョイント化による騒音の低減と維持管理の簡易化などを目的として採用される、プレ
テンション方式ＰＣ桁の新しい連結構造です。

松島高架橋他９橋橋梁更新工事現 場 紹 介

主桁架設

横梁架設

主版撤去

商 号 オリエンタル白石株式会社
創  　  業 1952年10月21日
資 本 金 10億円
従 業 員 数 724名
事 業 内 容 プレストレストコンクリートの建設工事および製造販売、ニューマチック

ケーソンの建設工事、補修補強の建設工事、耐震補強建築工事の設計・施
工、建設資材の販売、太陽光による発電事業およびその管理・運営ならびに
電気の供給、販売

所  在  地 東京都江東区豊洲五丁目6番52号
代 表 者 代表取締役社長　 大 野 達 也

会社概要 （2022年3月31日現在）

グループ会社紹介

独自の工法と特化技術で社会基盤を創造する

工 事 名 称 阪和自動車道（特定更新等）松島高架橋他９橋橋梁更新工事（試験工事）
発 注 者 名 西日本高速道路株式会社　関西支社
工 事 場 所 和歌山県和歌山市出島～和歌山県和歌山市鳴神
工 　 　 期 2020年8月26日～2022年7月16日（689日間）
工 事 概 要 松島高架橋 P5～P10 上下線中央分離帯部（STEP1）の主版架替
 切削オーバーレイ 12,300㎡ 床版上面増厚 5,250㎡ 耐震補強 28橋脚
 主版架替 42本 交通規制材 1式 交通規制 1式
 交通流監視 1式 仮設工 2,000t 概略発注方式 1式

7
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工 事 名 称 （主）加古川小野線東播磨道　北工区下村第６高架橋上部工事
発 注 者 名 兵庫県
工 事 場 所 兵庫県加古川市八幡町宗佐
工 　 　 期 2020年3月９日～2022年6月30日
工 事 概 要 鋼３径間連続非合成細幅箱桁
 橋長：１８８．０ｍ　幅員：１８．６５０ｍ　総重量：１，１２１．３ｔ　トラッククレーンベント工法

会社概要 （2022年3月31日現在）

商 号 日本橋梁株式会社
創  　  業 1919年7月7日
資 本 金 4,000万円
従 業 員 数 110名
事 業 内 容 橋梁等の鋼構造物の設計・製作・架設・補修補強工事
所  在  地 大阪府大阪市西区江戸堀一丁目9番1号
代 表 者 代表取締役社長　坂 下 清 信

　本工事は、兵庫県加
古川市から小野市に至
る東播磨南北道路拡張
事業の一環であり、八
幡稲美ランプと八幡北
ランプの区間に架かる
鋼3径間連続非合成細幅
箱桁橋の製作・架設工
事です。
　㈱横河NSエンジニア
リングと日本橋梁㈱と
の特別共同企業体とし
て施工をしています。

下村第６高架橋現 場 紹 介

ホームページのご案内
https://www.nihon-kyoryo.co.jp/ 

美しく豊かな国土の建設に貢献

全景

床版打設

夜間架設

8
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ホームページのご案内
https://taikoh-giken.co.jp/

　主要地方道蟹江飛島線は、名古屋港から東海北陸自動車道に至る愛知
県西部地域の南北軸の骨格を形成している重要な路線です。
　新日光川橋は、二級河川日光川に架設（下り線：1978年供用、上り線：
1984年供用）された7径間単純合成鈑桁橋で、阪神淡路大震災以前の設
計施工であり、第3次あいち地震対策アクションプランの対象橋梁であるた
め、大規模地震に対しても、橋梁としての機能が速やかに回復・確保でき
るよう、最新の耐震設計手法によるインフラ整備として期待されています。
　当工事は2016年度から開始され、橋脚基礎補強の最終年度となる今
回の工事では、日光川の河川内にある新日光川橋の3橋脚の内、P4橋
脚のPCウェル基礎2本（P4橋脚 上り線1本、下り線1本）について、PCウ
ェルリフレ工法により鋼板巻立て補強を施工するものです。

県道蟹江飛島線 新日光川橋下部補強工事（環境整備）現 場 紹 介

商 号 株式会社タイコー技建
創  　  業 1971年2月1日
資 本 金 2,000万円
従 業 員 数 41名
事 業 内 容 建設機材の設計・製作、建設機械の維持管理、設備工事・技術サポート、

建設工事（ニューマチックケーソン、橋脚耐震補強 等）
所  在  地 茨城県つくば市緑ケ原一丁目1番地2
代 表 者 代表取締役　 松 野 明 浩

会社概要 （2022年3月31日現在）

確かな技術力をもとに、総合サービスでお応えします。

グループ会社紹介

工 事 名 称 橋りょう補修事業　県道蟹江飛島線　新日光川橋下部補強工事（環境整備）
発 注 者 名 愛知県（海部建設事務所）→株式会社加藤建設
工 事 場 所 愛知県海部郡蟹江町南一丁目地内始め
工 　 　 期 2021年10月25日～2022年6月23日
工 事 概 要 P4橋脚（上り線）φ2728㎜ L=28.5ｍ
 P4橋脚（下り線）φ2728㎜ L=28.5ｍ
 仮締切工（簡易仮締切）　浮き足場工

仮締切鋼板組立設置
(潜水作業伴う)

補強完了補強鋼板圧入装置設置

設備台船機材搭載

9
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港湾・土木・建築工事を営む総合建設会社です。
会社概要 （2022年3月31日現在）

商 号 山木工業株式会社
創  　  業 1941年4月1日
資 本 金 6,000万円
従 業 員 数 77名
事 業 内 容 港湾・土木・建築工事、省エネ建材の販売
所  在  地 福島県いわき市平谷川瀬3丁目1番地４
代 表 者 代表取締役社長　小 峰 良 介

　本工事は、小名浜港における高波等の越波による浸水から野積場
を防護するための護岸工事です。施工中の越波による影響を最小限
に抑えつつ、十分な施工完成度と、工事全体の出来栄えが評価さ
れ福島県優良建設工事として表彰されました。

現 場 紹 介

ホームページのご案内
https://www.yamakiind.jp

港湾（補助（再復））工事（護岸工）

工 事 名 称 第18-41400-0083号　港湾（補助（再復））工事（護岸工）
発 注 者 名 福島県
工 事 場 所 小名浜港（福島県いわき市小名浜字高山地先）
工 　 　 期 2019年3月25日～2020年10月30日
工 事 概 要 東港工護岸工L=305.44m
 護岸本体工3工区　L=205.37m
 護岸本体工2工区　L=100.07m

護岸工事完了全景

護岸工事完了後の埋立状況全景

福島県優良建設工事
海岸・港部門

10

010_0104901302206.indd   10010_0104901302206.indd   10 2022/06/08   21:18:282022/06/08   21:18:28



連結貸借対照表の概要

連結損益計算書の概要

POINT 1
流動資産は、前期末に比べ3.1％減少し456億4千5
百万円となりました。これは主に現金及び預金が53
億４千５百万円増加しましたが、受取手形・完成工事
未収入金等が42億５千８百万円、未成工事支出金が
27億１千９百万円減少したことなどによるものであり
ます。

流動資産

POINT 4
固定負債は、前期末に比べ15.3％減少し60億6千万
円となりました。これは主に長期借入金が8億2千5
百万円、繰延税金負債が3億1千9百万円減少したこ
となどによるものであります。

固定負債

POINT 2
固定資産は、前期末に比べ4.7％減少し153億6百万円
となりました。これは主にのれんが１億４千１百万円、繰延
税金資産が2億8千4百万円減少したことなどによるもの
であります。

固定資産

POINT 5
純資産は、前期末に比べ7.2％増加し389億8千9
百万円となり、自己資本比率は64.0％となりました。

純資産

POINT 3
流動負債は、前期末に比べ19.0％減少し159億1百万
円となりました。これは主に支払手形・工事未払金が
13億６百万円、未払法人税等が13億３千４百万円、未
成工事受入金が19億５千万円減少したことなどによる
ものであります。

流動負債

資産合計
60,952

負債純資産合計
60,952

当期末
2022年

3月31日現在

当期末
2022年

3月31日現在

負債
21,962

負債
26,785

流動資産
45,645

固定資産
15,306

資産合計
63,169

前期末
2021年

3月31日現在

流動資産
47,106

固定資産
16,062

流動負債
15,901

純資産
38,989

負債純資産合計
63,169

前期末
2021年

3月31日現在

流動負債
19,627

純資産
36,383

固定負債
7,158

固定負債
6,060

■ 前期（2020年4月1日～2021年3月31日）
■ 当期（2021年4月1日～2022年3月31日）

売上高 売上総利益 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する
当期純利益

60,726

10,392

5,308 5,460

3,778

62,925

9,762

5,239 5,344

3,943

（単位:百万円）

（単位:百万円）

連結財務諸表

※ 2021年３月期以前は、ＯSＪＢホールディングス株式会社の情報です。
※ 山木工業ホールディングス株式会社との企業結合について、前連結会計年度は暫定的会計処理を行っていましたが、

当連結会計年度に確定したため、「連結貸借対照表概要」中、前連結会計年度の金額について見直しを行っております。11
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連結キャッシュ・フロー計算書の概要

利益配分に関する基本方針および当期・次期の配当
当社は、株主の皆様に対する安定した利益還元を経営における最重要課題の
ひとつと考え、安定した利益配当を継続して実施することを基本方針として
おります。
この基本方針のもと、当期業績等を総合的に勘案した結果、当期の配当金に
つきましては、普通株式１株当たり11円とさせていただきました。
次期につきましても、基本方針に従い年間普通配当金については当期と同額の
11円を予定し、可能な限り株主の皆様への利益還元に努めてまいります。

POINT 6
営業活動による資金の増加は86億9千4
百万円（前年同期は22億９千７百万円の
減少）となりました。これは主に売上債権
の減少23億８百万円、棚卸資産の減少
26億８千１百万円、法人税等の支払額29
億６千５百万円、税金等調整前当期純利益
54億５千３百万円などによるものであります。

営業活動によるキャッシュ・フロー POINT 7
投資活動による資金の減少は19億4千2
百万円（前年同期比63.6％減）となりまし
た。これは主に有形固定資産の取得によ
る支出11億４千５百万円、定期預金の預
入による支出12億７千２百万円、定期預
金の払戻による収入５億８千６百万円など
によるものであります。

投資活動によるキャッシュ・フロー POINT 8
財務活動による資金の減少は20億9千2
百万円（前年同期は20億５千７百万円の
増加）となりました。これは主に長期借
入金の返済による支出9億2千5百万円、
配当金の支払額9億4千4百万円などによ
るものであります。

財務活動によるキャッシュ・フロー

当期
（2021年4月1日～2022年3月31日）

現金及び
現金同等物の
期首残高
8,653

営業活動
による

キャッシュ・フロー
8,694

投資活動
による

キャッシュ・フロー
△1,942 財務活動

による
キャッシュ・フロー
△2,092

現金及び
現金同等物の
期末残高
13,312

現金及び
現金同等物の
期首残高
14,223

営業活動
による

キャッシュ・フロー
△2,297

投資活動
による

キャッシュ・フロー
△5,330

財務活動
による

キャッシュ・フロー
2,057

現金及び
現金同等物の
期末残高
8,653

前期
（2020年4月1日～2021年3月31日）

11.00

33.9

2022年3月期

8.00

23.9

2021年3月期

（予想）
11.00

2023年3月期

■ 前期（平成26年4月1日～平成27年3月31日）

■ 普通配当　　 配当性向
1株当たり配当金（単位:円）／配当性向（単位:%）

（単位:百万円）

12
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　2021年12月から2022年2月に実施した「株主アンケート」におきましては、数多くの株主様
よりご回答を頂戴いたしました。ご回答いただきました株主の皆様におかれましては、お忙し
い中ご協力いただきまして、誠にありがとうございました。厚く御礼申し上げます。
　なお、頂戴いたしました株主様からの貴重なご意見・ご要望等につきましては、今後の
経営やIR活動等の参考にさせていただきたいと存じます。
　以下に、今回の「株主アンケート」の結果についてご報告させていただきます。

「株主アンケート」概要

アンケート方法
WEBでのアンケートを
実施（「中間株主通信」に
概要を掲載）

アンケート対象者 2021年9月30日時点
株主名簿記載の株主様

アンケート対象人数 19,133名
アンケートご回答数 1,031名
アンケートご回答率 5.4％

■ 男性 74.6%
■ 女性 25.4%

ご回答いただきました株主様の性別

■ 29歳以下 4.5％
■ 30～39歳 13.0％
■ 40～49歳 27.0％
■ 50～59歳 20.4％
■ 60～69歳 17.7％
■ 70～79歳 14.5％
■ 80歳以上 3.1％

ご回答いただきました株主様の年代

当社株式を購入された際、重視されたポイントをお選びください。
（複数回答）（上位5位）

事業内容 45.0%

29.7%

25.6%

24.3%

19.9%

事業の将来性

収益性・利益性

業績

成長率

Q

長期保有 51.8%

27.3%

19.3%

1.7%

状況を見て買い増し

状況を見て売却

その他

今後の当社株式に関して、あなたのお考えにちかいものをお選びください。Q

安定配当 49.5%

29.4%

12.5%

7.3%

1.4%

企業価値の向上

株主優待

自社株買い

その他

今後、株主還元として、当社に最も期待することは何ですか？（複数回答）Q

株主アンケート結果

13

010_0104901302206.indd   13010_0104901302206.indd   13 2022/06/08   21:18:292022/06/08   21:18:29



会社概要（2022年3月31日現在）

商 号 オリエンタル白石株式会社

創  　  業 1952年10月21日
資 本 金 10億円
従 業 員 数 952名（連結）
事 業 内 容 •  プレストレストコンクリートの建設工

事および製造販売
• ニューマチックケーソンの建設工事
• 補修補強の建設工事
• 耐震補強建築工事の設計・施工
• 建設資材の販売
•  太陽光による発電事業及びその管理・

運営並びに電気の供給、販売
所  在  地 東京都江東区豊洲五丁目6番52号
Ｕ  Ｒ  Ｌ https://www.orsc.co.jp
上場証券取引所 東証 プライム市場
主 要 取 引 銀 行 株式会社三菱UFJ銀行

株式会社三井住友銀行
株式会社みずほ銀行
三井住友信託銀行株式会社
株式会社りそな銀行

取締役および監査役（2022年6月23日現在）

株式の状況（2022年3月31日現在）
発行可能株式総数 138,809,400 株
発行済株式の総数 122,498,436 株
株 主 数 21,123 名

大株主（2022年3月31日現在）

所有者別状況

122,498,436株

自己名義株式
5,637,032株

（4.60%）

外国法人等
29,273,740株

（23.90%）

その他の法人
6,557,769株

（5.35%）

金融商品取引業者
3,031,647株

（2.47%）

金融機関
32,305,400株

（26,37%）

個人・その他
45,692,848株

（37.30%）

（注）持株比率は、発行済株式総数から自己株式を控除した株式数を分母に用いて算出し
ております。

代表取締役社長 大 野  達 也

取 締 役 正 司  明 夫

取 締 役 橋 本  幸 彦

取 締 役 水 野  敏 昭

取 締 役 照 井   満

社 外 取 締 役 加 藤  英 明

社 外 取 締 役 酢 谷  裕 子

社 外 取 締 役 森 永  博 之

取締役(監査等委員、委員長) 久 米  清 忠

社外取締役(監査等委員) 小 島  公 彦

社外取締役(監査等委員) 千 葉  直 人

株 主 名 持株数 持株比率

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 15,558千株 13.31％

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 13,957千株 11.94％

ＧＯＬＤＭＡＮ SＡCＨS ＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ 9,794千株 8.38％

ＢＮＹＭSＡＮＶ ＡS ＡＧＥＮＴ／CＬＩＥＮＴS ＬＵＸ 
ＵCＩＴS ＮＯＮ ＴＲＥＡＴＹ １ 3,962千株 3.39％

山内　正義 3,217千株 2.75％

J.P. MORGAN SECURITIES PLC FOR AND ON BEHALF 
OF ITS CLIENTS JPMSP RE CLIENT ASSETS-SEGR ACCT 2,002千株 1.71％

オリエンタル白石社員持株会 1,263千株 1.08％

ＪＰ ＭＯＲＧＡＮ CＨＡSＥ ＢＡＮＫ ３８５７８１ 1,245千株 1.06％

ＭＬＩ FＯＲ SＥＧＲＥＧＡＴＥＤ ＰＢ CＬＩＥＮＴ 1,200千株 1.02％

ＧＯＶＥＲＮＭＥＮＴ ＯF ＮＯＲＷＡＹ 1,164千株 0.99％

企業情報
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〒135-0061 東京都江東区豊洲五丁目6番52号（NBF 豊洲キャナルフロント）
TEL.03-6220-0630　 FAX.03-6220-0641　URL.https://www.orsc.co.jp/

見やすく読みまちがえにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。
この冊子は環境保全のため、植物油インキとFSC®認証紙を使用しています。

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日までの1年
基 　 準 　 日 定時株主総会の議決権　3月31日

その他必要があるときは、取締役会で決議し、あらかじ
め公告する一定の日
期末配当金　3月31日

公 告 方 法 当会社の公告方法は、電子公告とする。
ただし、事故その他のやむを得ない事由によって電子公
告による公告をすることができない場合の公告は、日本
経済新聞に掲載して行う。

株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社

（ 同 連 絡 先 ） 東京都府中市日鋼町1-1
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

（郵送先）〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号
 0120−232−711

株主メモ

　当社では証券市場で株式を売買できる取引単
位（単元株式）を100株とさせていただいており、
単元未満株式（1～99株の株式）については、証
券市場においては売買することができません。
　そのため、ご所有の単元未満株式を当社が買
い取らせていただく制度（単元未満株式の買取
請求）がございます。
　単元未満株式の買取請求に関するお手続の詳
細については、お取引先の証券会社等（口座管
理機関）にお問い合わせのうえ、お手続くださ
い。また、特別口座に記録されている単元未満
株式の買取請求をされる場合は、特別口座の口
座管理機関である三菱UFJ信託銀行株式会社に
お問い合わせのうえ、お手続ください。

単元未満株式の買取制度について

　単元未満株式の買取制度を利用
単元未満株式を当社に対して市場価格で売却する制度です。

50株をお持ちの
株主様

具体例

買取制度をご利用 当社に50株売却

50 株

50 株

現金化 ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥

WEBサイトのご案内

https://www.orsc.co.jp/

最新のIR情報など、様々な情報を提供しておりますので、
ぜひご覧ください。

QRコード➡

オリエンタル白石 検索

表紙写真について
名 称：東海北陸自動車道　上原橋（上・下部工）工事
工 事 場 所：富山県南砺市上原～立野原東
工 期：平成31年3月12日～令和4年7月23日
施 工 会 社：オリエンタル白石株式会社

第71期 株主通信
2021年4月1日から2022年3月31日まで

証券コード：1786

人と技術を活かし、

常に社会から

必要とされる集団を

目指す。
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